
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
16
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

自
衛
官
候
補
生
（
男
・
女
）・
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

５
２
２
１

 

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉

島
か
ら
な
る
北
方
領
土
の
早
期
返
還

の
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
海
道
で
は
毎
年
１
月
21
日
か
ら

２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日

特
別
啓
発
期
間
」
と
し
、
北
方
領
土

返
還
要
求
に
係
る
国
民
世
論
の
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
様
へ

　

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
は
、
２
年

ご
と
に
、
12
月
31
日
現
在
の
調
理
従

事
場
所
等
を
翌
１
月
15
日
ま
で
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
調
理
師
の
方
と
は
、

ちゃん
わが家の

め ん こ

　

　『いつも笑っていてほしいです。』
　　　　　　　　　　　　　（輝さん・光さん）

テレビの「いないいないばぁ」が大好きで、

わんわんのぬいぐるみが好きです。

お姉ちゃんたちの物をいたずらしては喜

んでいます。

いつもニコニコしている渚をお姉ちゃん

たちは怒れません．．．。笑

田
た し ろ

代　渚
なぎさ

（１月 24 日生・美国町）

ちゃん

次
の
施
設
、
店
舗
で
調
理
の
業
務
に

従
事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
で
す
。

○
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、

矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数
人
に
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

○
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業

　

届
出
用
紙
は
、
㈳
北
海
道
全
調
理

師
会
各
支
部
又
は
北
海
道
倶
知
安
保

健
所
余
市
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

◆
町
内
で
働
く
方
の
届
け
出
先

○
華
舟

　
〒
０
４
７

－

０
０
２
４

　
小
樽
市
花
園
３
丁
目
９
番
１
号

　
℡
０
１
３
４

－

23

－

２
２
３
７

【
問
合
わ
せ
先
】

　
北
海
道
倶
知
安
保
健
所
余
市
支
所

　
℡
23

－

３
１
０
４

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　
校
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
ま
た
は
２

年
間
）の
追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
℡
０
１
２
５

－

52

－

２
７
７
４　

日本年金機構からのお知らせ

 平成 30 年の社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書を送付しています。

【問合わせ先】　ねんきん加入者ダイヤル
　　　　　　　　　　℡ 0570-003-004

　平成 30 年 1 月 1 日から 10 月 1 日までの間に国民

年金保険料を納めた方へ平成 30 年分の社会保険料

（国民年金保険料）控除証明書を送付しています。

　所得税・住民税の申告において納付した国民年金

保険料全額が社会保険料控除の対象となりますの

で、大切に保管願います。

　また、平成 30年 10月 2日～平成 30年 12月 31日

の間に初めて国民年金保険料を納めた方には、平成

31 年 2 月 4 日に控除証明書が送付となる予定です。

　控除証明書に関するお問い合わせはねんきん

加入者ダイヤル（下記参照）をご利用ください。

広報しゃこたん平成 31 年１月号
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『役場業務休業・営業時間変更』のお知らせ

◆ごみ収集関係◆

施　設　名 業務休止期間

○ごみ収集 12 月 29 日（土）～１月２日（水）

○リサイクル物収集 12 月 28 日（金）～１月６日（日）

○クリーンセンター 12 月 29 日（土）～１月３日（木）

◆岬の湯しゃこたん◆ 

 12 月 30 日（日）午前11時～午後８時30分まで営業

 12 月 31 日（月）～１月３日（木）　
　　　　　　　　 午前 11 時～午後６時まで営業
  １月４日（金）より冬季通常営業

　※１月１日（火）・４日（金）は無料送迎バス運休

◆役場庁舎及び関係機関◆

施　設　名 業務休止期間

○役場（支所を含む） 12月 29日（土）～１月６日（日）

○国保診療所 12月 29日（土）～１月６日（日）

○びくに保育所
○子育て支援センター
○みなと保育所

12月 29日（土）～１月６日（日）
　※ 12 月 28 日（金）午前のみ保育

○総合文化センター 12 月 29日（土）～ 1月４日（金）

○歯科診療所 12月 30日（日）～１月７日（月）
　※ 12 月 29 日（土）午前のみ診察

○海洋センター 12月 30日（日）～１月７日（月）

12 月 29 日（土）～１月６日（日）運休

（注）休み期間であっても死亡届や災害など緊急
の用件は、総合文化センター管理室で受付けます。
　ただし、午後 10 時～翌午前８時 30 分までは、
北後志消防組合積丹支署（44-2352）へご連絡く
ださい。

役場庁舎及び関係施設の年末年始の業務時間が、次のとおり変更となります。

◆丸山～美国間無料送迎バス◆

（午前 11 時～午後８時 30 分）

年末年始

余市税務署からのお知らせ
～確定申告の受付と提出について～

【問合わせ先】　余市税務署 
　　　　　　　 ℡ 0135-25-1009

今月の納期

●上下水道使用料金　12月分
　　　　　　納期限　　１月31日㈭

（注）口座振替をご利用の方は、１月
25日㈮に引落しになりますので、前日
までに残高の確認をお願いします。
　また、失業、転職、病気などの理由に
より納期内納付が困難な方は、放置せず
相談してください。そのまま放置すると、
督促状が送付され、その後も納付・相談
がなければ、滞納処分（預金、給与、不
動産等の差押）となりますので、そのよ
うな事態になる前に、早めに相談してく
ださい。

●後期高齢者医療保険料　第７期
　　　　　　納期限　　１月25日㈮

●介護保険料　第７期
　　　　　　納期限　　1月 25日㈮

●国民健康保険税　第７期
　　　　　　納期限　　1月 25日㈮

●住宅使用料　１月分
　　　　　　納期限　　１月31日㈭

出初式
平成 31 年１月７日（月）
午前 10 時 30 分～
会場：総合文化センター

 サイレン
　吹 鳴

平成31年１月７日（月）
午前 9時 00 分

 積丹消防団出初式にサイレン吹鳴

　平成 30 年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の

受付は、２月 18 日㈪～３月 15 日㈮までとなります（土、

日を除く）。

　税務署などの確定申告会場へ相談にお越しの際には、

「前年の申告書控え」と「ＩＤ・パスワード方式の届出

完了通知書」のほか、確定申告に必要な書類及び印鑑を

ご持参ください。

　また、確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申

告書等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送等により

提出することができます。

　なお、申告書・届出書等を郵送される場合は、下記の

宛て先へご郵送ください。

〒 047-8588　小樽税務署内
「申告書等集中処理担当部署」宛

（住所は記載不要ですが、郵便番号は必ず記載願います）

広報しゃこたん平成 31 年１月号
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積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

今月の担当は・・

　

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

教育委員会学校教育課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

　
斉
藤
彦
三
郎
の
顔
写
真

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
平
成
」
最
後
の
年
末
年
始

を
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

31
年
度
よ
り
小
学
校
３
・
４
年
生
が

使
用
す
る
社
会
科
副
読
本
『
積
丹
の

町
』の
改
訂
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
各
学
校
の
先
生
を
中
心
と
し

た
編
集
委
員
会
議
で
、文
言
や
図
表
・

統
計
デ
ー
タ
の
修
正
・
差
替
等
を
検

討
し
、
３
月
下
旬
ま
で
に
印
刷
・
製

本
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

小
学
校
３
・
４
年
生
の
社
会
科
は
、

主
に
地
域
の
社
会
生
活
を
理
解
し
、

地
域
社
会
に
対
す
る
愛
着
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
般

の
教
科
書
が
全
国
の
あ
る
特
定
の
地

域
を
取
り
上
げ
て
記
述
し
て
い
る
の

に
対
し
、
副
読
本
は
児
童
の
住
む
地

元
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
地
域

独
特
の
生
活
・
文
化
・
歴
史
等
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
、
そ
の
編
集
作
業
の
中
で
、

章「
昔
か
ら
今
へ
続
く
ま
ち
づ
く
り
」

に
彦
三
郎
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま

す
。

　

明
治
の
初
め
に
行い

き
な
り
あ
み

成
網
を
用
い
て

ニ
シ
ン
漁
を
行
っ
て
い
た
中
で
、
他

の
漁
に
用
い
て
い
た
角
網
を
改
良

し
、
明
治
18
年
に
ニ
シ
ン
漁
用
の
角

網
を
考
案
し
た
こ
と
や
、
当
初
高
額

な
水
産
税
を
払
い
な
が
ら
角
網
を

使
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
ニ
シ
ン

漁
業
者
全
般
へ
角
網
が
広
ま
っ
て

い
っ
た
こ
と
等
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
入
舸
町
に
あ
っ
た
斉
藤

漁
場
の
石
倉
や
出
岬
出で

ば

り張
番
屋
な
ど

の
関
連
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
中

で
、
な
ぜ
か
彦
三
郎
本
人
の
写
真
は

な
く
、
孫
の
丈
雄
の
写
真
の
み
載
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
息
子
の
写
真
で
は
な
く
孫
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

編
集
委
員
会
で
も
、
委
員
の
先
生

児
童
が
勉
強
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を

書
き
込
む
「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
に
は
、
明
治
36
年
に
出
版
さ

れ
た
『
北
海
道
立
志
編
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
彦
三
郎
の
写
真
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
画
像
が
粗
く
顔
の
判

別
が
難
し
い
た
め
、
本
文
へ
の
掲
載

を
見
送
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
に
発
行
さ
れ
た

副
読
本
で
も
、
同
様
に
丈
雄
の
写
真

の
み
掲
載
、そ
れ
以
前
の
平
成
11
年
・

平
成
５
年
の
副
読
本
に
は
、
彦
三
郎

の
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
別
の
刊
行
物
か
ら
彦

三
郎
の
写
真
を
引
用
す
る
こ
と
と

し
、
明
治
42
年
に
出
版
さ
れ
、
小
樽

周
辺
に
お
け
る
様
々
な
業
種
の
成
功

者
に
つ
い
て
扱
っ
た
『
小
樽
区
外
七

郡
案
内
』
に
掲
載
さ
れ
た
彦
三
郎
の

写
真
を
副
読
本
へ
掲
載
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

同
書
で
は
、
出
版
当
時
斉
藤
家
の

当
主
で
あ
っ
た
丈
雄
を
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
彦
三
郎
の

功
績
や
、
明
治
40
年
に
彦
三
郎
が
75

歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
３
年

前
に
彦
三
郎
の
息
子
の
丈
策
が
病
気

の
た
め
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
息
子
の
丈

策
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
彦
三
郎
亡

き
後
斉
藤
家
を
率
い
た
の
が
丈
雄
で

あ
っ
た
た
め
、
出
版
物
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
、
彦

三
郎
が
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
、
写
真

を
載
せ
た
出
版
物
が
比
較
的
少
な

か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
副
読
本
へ
掲
載
す
る
写
真
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

明
治
時
代
に
角か

く
あ
み網

を

考
案
し
、
ニ
シ
ン
漁

の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
さ
れ
る
斉

藤
彦
三
郎
に
関
す
る

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に

発
行
さ
れ
た
現
行
の

副
読
本
に
は
、
第
７

よ
り
、
な
ぜ
孫
の

写
真
な
の
か
、
と

の
指
摘
が
寄
せ
ら

れ
、
彦
三
郎
本
人

を
掲
載
す
べ
く
写

真
を
探
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

副
読
本
は
、
説

明
文
を
中
心
と
し

た
「
本
文
」
と
、

▲社会科副読本『積丹の町』

▲今回使用する斉藤彦三郎の写真
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交通安全はみんなの願い
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１月のこよみ

世帯数／1,102世帯（－３）

人　口／2,040人  （－10）

　男　／  947人  （－４）

　女　／1,093人  （－６）

（ゼロ）

●転入／１人(±０)●転出／７人(＋２)

●出生／０人(－２)●死亡／４人(±０)

平成30年11月30日現在､(　)内は前月比

１
月
号
№
685

この広報誌は再生紙を使用しています。

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

6,682日達成

（平成30年12月１日現在）

０

－１月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより
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ふるさと納税の状況
ご協力ありがとうございました　

《平成30年11月30日現在》
　825件 ２２, ６６５, ０００円

全国の皆様　

　
善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

２０，０００円青　木　登紀子　様（美国町）

１月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（火） よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

２日（水） 池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

３日（木） 黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

６日（日） 森 内 科 胃 腸 科 医 院 仁木町北町 32-3455

13 日（日）よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

14 日（月）よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

20 日（日）脳神経外科よいち港南クリニック 余市町大川町 21-5566

27 日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989
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宮
川
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95
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１００，０００円㈱入七八戸商店　様（美国町）

３０，０００円荻　野　優　子　様（美国町）

７㈪
●消防団出初式
（10:30～ 総合文化センター）

10㈭
●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

●びくに保育所「もちつき」

13㈰
●平成31年積丹町成人式
（13:00 総合文化センター）

15㈫
●Ｂ＆Ｇウォーキングクラブ
（15:00～16:00，18:00～19:00 Ｂ＆Ｇ海洋センター）

21 ㈪ ●びくに保育所・みなと保育所「交流会」

24 ㈭

●離乳食教室
（10:30～ 総合文化センター）

●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

26 ㈯ ●岬の湯しゃこたん「ふろの日」（半額）

30 ㈬
●丸山健康相談
（13:30～ 丸山会館）

広報しゃこたん平成 31 年１月号
26


